
手軽に始めるフェーズフリー
を、普段の中にあってよかった!

　近年、大規模な自然災害が相次ぐ中、防災への備えは「非常時に
備えて特別に用意するもの」から、日常の中に防災の視点を取り入れ
る「フェーズフリー」という考え方へと重要性が移り変わっています。
　このように、日頃から「もしも」を意識した行動をとることは、地
域の防災力を高める上で極めて重要な鍵となります。
　「いつも」の生活を「もしも」の安心へとつなげるために、今、私
たちにできることを改めて確認しましょう。
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命の危険
直ちに安全確保！

＜ 警戒レベル4までに危険な場所から かならず避難! ＞
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早期注意情報 災害への心構えを高める

変わる
防災気象
情報

　令和8年5月29日から、新たな防災気象情報の運用が開始されました。
　今回の変更では、河川氾濫や大雨、土砂災害などの名称にレベルが付記
されます。発表される気象情報にレベルを付記することで、町民の皆さんが
とるべき行動がよりわかりやすくなります。
　今回の防災気象情報の変更に合わせ、緊急時の避難行動や情報収集の方
法について、今一度ご家族や地域で見直しを行いましょう。

岐阜地方気象台気象庁公式ウェブサイト 白川町気象河川情報 すぐメールしらかわ

防災アドバイザー
鈴村眞人さん

　少子高齢化が進むわが地域において、人手
不足と町民の高齢化という課題を克服し、「何
より大切な命を守る」防災を強固なものにす
るには、一人ひとりがいち早く正確な情報を
つかみ、迅速な行動をとることが大切です。
　国をはじめ行政も最新のAIを駆使して情
報発信を強化していますが、それを活かすの
は私たち町民の力にほかなりません。
　例えば、定期的に行う地域の清掃活動は、
単にまちをきれいにするだけではなく、災害

時の避難経路の安全確認や、排水溝の詰ま
りを防いで浸水被害を抑えるといった直接的
な防災対策につながります。さらに、活動を
通じて顔の見える関係を築いておくことが、
災害時の迅速な声かけや安否確認の土台と
なります。
　どうか、災害を「わがこと」と考え、日頃の
清掃活動等の積み重ねを地域防災の力に変
え、皆さんの知識と行動で乗り越えていきま
しょう。

● 忙しい日の時短メニューや、
 お弁当のおかずに。

● 買い物に行けない時や、
 調理が困難な時の心強い食事に。

● 外食時や公園遊び、食卓の掃除に。 ● 断水時の手洗い・体拭き代わり、
 感染症の予防に。

● 外出先でのスマホの充電切れ対策に。 ● 停電時、安否確認や情報収集に
 欠かせないスマホの電源確保に。

● ガーデニング、段ボールの解体、
 大掃除などの軽作業に。

● 災害後の片付け作業時、
 ケガから手を守る保護具に。

● 雨の日の通勤・通学や、
 寒い季節の防寒着として。

● 悪天候下の避難や、
 冷え込む避難所での体温保持に。

より詳しい
情報はコチラ

（一般社団法人フェーズフリー協会ホームページ）

～日常を、そのまま防災に～
を に

情報収集
は
コチラ

警戒レベル2の注意報が発令されたら、
積極的に情報収集をして避難行動の準備を進めましょう！

警戒レベル2の注意報が発表されたら、
積極的に情報収集をして避難行動の準備を進めましょう！

いつも もしも

ローリングストック
（レトルト食品・缶詰・カップ麺）

ウェットティッシュ
除菌シート

モバイルバッテリー

軍　手
（滑り止め付き）

アウトドアウェア
（防水・防風）

日常（いつも） 非日常（もしも）モノ・サービス

フェーズフリーって?
日常（いつも）使っているモノやサー
ビスを、災害などの非常時（もしも）
にも役立てようという考え方のこと。
日常と非常時の壁をなくすことで、普
段の便利さがそのまま「もしも」の備
えになります。

　町では、「公助」及び「フェーズフリー」の取り組みの一環として、移動型防災拠
点車両「マルモビ」を導入しました。
　この車両は、平時は公務やイベントなどで幅広く活用する「公用車」としての役
割を担い、災害発生時にはその機動力を活かして「防災拠点」へと姿を変えます。
　日常の中に「もしも」への備えを組み込むことで、より強固な町の防災体制を構
築していきます。

MARU MOBI
マ　　　ル　　　モ　　　ビ

を導入しました！
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